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荒木範夫氏は、お子様の癌をご縁として、呉服店を営みながら大谷派

の僧籍を取得なさいました。徳法寺へは、毎月二十一日に開いていたお

講に幾度となくお話に来ていただきました。多くの法座でわかりやすい

ご法話をなさっています。 

 

遠山和大氏は、富山大学総合情報基盤センター 講師、京都女子大学

非常勤講師をなさりながら、世界の火葬がどのように行われているのか

を調べていらっしゃいます。当たり前に思っている火葬の行い方ですが、

実は様々な様式があるのです。そこには、単に方法が異なるというだけ

ではなく、死とは何か、どのように死者と向き合っていくのかという宗

教的な考え方の違いがあります。火葬のお話を通して、改めて生きてい

ることの意味を考えさせられます。 

 

例年通り、今年も社会福祉法人「ひびき」が、お茶･ラーメン･素麺

などの販売をいたします。 

 


